
　
「
ひ
ま
わ

り
」
と
い
う

ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
舞
台
に
し

た
映
画
が
全
国
で
リ
バ
イ
バ
ル

上
映
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
世

界
大
戦
で
無
理
や
り
引
き
離
さ

れ
た
夫
婦
の
悲
恋
の
物
語
。
ソ

連
戦
線
に
送
ら
れ
た
夫
の
帰
り

を
待
ち
わ
び
る
イ
タ
リ
ア
の
若

妻
を
演
じ
る
の
は
、
往
年
の
名

女
優
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
。

結
局
、
夫
は
帰
っ
て
は
こ
な

か
っ
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
地

平
線
に
ま
で
広
が
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
ひ
ま
わ
り
畑
は
悲
し
く
も

美
し
い
▼
近
年
、
想
定
外
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。
1

0
0
年
に
一
度
の
大
雨
、
1
0

0
年
に
一
度
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
、
1
0
0
0
年
に
一
度
の
大

地
震
、
ほ
ぼ
確
率
ゼ
ロ
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
所
の

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
等
々
。
21
世
紀

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
戦
車
と
装
甲

車
が
入
り
乱
れ
市
街
地
で
撃
ち

合
う
な
ど
誰
が
想
定
で
き
た
だ

ろ
う
▼
戦
争
の
記
憶
は
薄
れ
ゆ

き
、
我
々
は
平
和
を
享
受
し
て

い
る
。し
か
し
、平
和
は
あ
っ
て

当
た
り
前
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。平
和
は
努
力
の
末
、や
っ
と

獲
得
で
き
る
も
の
。
人
は
生
き

て
い
る
だ
け
で
と
ん
で
も
な
く

有
り
難
い
の
か
も
し
れ
な
い
▼

「
ひ
ま
わ
り
」
で
は
二
人
の
愛

は
戦
争
で
奪
わ
れ
、
元
に
戻
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、傷

心
し
た
ま
ま
こ
の
物
語
を
終
わ

ら
せ
た
く
は
な
い
。
主
演
女
優

は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
何
も
語
っ

て
は
い
な
い
。
し
か
し
確
か
に

心
の
中
で
叫
ん
で
い
た
と
思

う
。「
た
と
え
私
た
ち
の
愛
が

引
き
裂
か
れ
よ
う
と
、
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
運
命
が
待
ち
受
け
て

い
よ
う
と
、
私
は
必
ず
幸
せ
に

な
っ
て・み・せ・る
」 （c

le
a
r

）

　
新
年
度
に
あ
た

り
、
経
営
部
会
の

業
務
に
つ
い
て
紹

介
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　
経
営
部
会
は
共

済
制
度
、
税
務
、
雇
用
問
題
な

ど
医
療
機
関
の
経
営
に
直
接
関

係
す
る
分
野
を
担
当
し
て
い

る
。
共
済
制
度
で
は
保
険
医
年

金
、
休
業
補
償
制
度
、
医
師
賠

償
責
任
保
険
、
斡
旋
融
資
制
度

の
歴
史
が
長
く
、
特
に
力
を
入

れ
て
き
た
。
休
業
補
償
制
度
は

21
年
か
ら
一
括
加
入
制
度
を
導

入
し
た
。
医
療
機
関
の
職
員
全

員
の
加
入
、
年
に
1
回
健
康
診

断
を
行
っ
て
い
て
就
労
に
問
題

が
な
い
、
5
人
以
上
と
い
う
条

件
が
揃
え
ば
、
個
別
の
告
知
不

要
で
加
入
で
き
る
制
度
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、「
全
員
の
加
入
」と

い
う
要
件
を
緩
和
し
て
、
パ
ー

ト
職
員
は
除
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　
経
営
部
会
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
会
員
に
協
会
の
共
済
制

度
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
、
常
か
ら
事
務
局
の
診
療
所

訪
問
、
関
係
会
社
に
よ
る
電
話

案
内
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

ろ
う
が
、
事
務
局
員
が
訪
問
し

た
時
は
名
前
を
覚
え
て
い
た
だ

き
、
協
会
の
様
々
な
事
業
へ
の

窓
口
と
し
て
お
見
知
り
お
き
い

た
だ
き
た
い
。

　
斡
旋
融
資
制
度
は
京
都
銀
行

と
の
協
調
の
も
と
、
低
金
利
で

ご
利
用
い
た
だ
け
る
制
度
で
あ

る
。
共
済
制
度
と
斡
旋
融
資
制

度
は
地
区
医
師
会
各
位
の
ご
協

力
で
開
催
し
て
い
る
金
融
共
済

制
度
委
員
会
を
中
心
に
、
健
全

な
運
営
を
図
っ
て
い
る
。

　
最
近
は
開
業
後
短
期
間
で
法

人
化
す
る
医
療
機
関
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
医
療
機
関
の
法

人
化
の
際
に
は
他
業
種
に
は
な

い
独
特
の
注
意
点
も
あ
る
の

で
、
税
理
士
か
ら
勧
め
ら
れ
た

時
に
も
、
特
に
融
資
制
度
を
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
場
合
は

一
度
協
会
に
ご
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
。
22
年
度
は

医
療
法
人
制
度
の
学
習
会
を
開

く
予
定
で
あ
る
。

　
税
務
に
つ
い
て
は
医
療
機
関

が
留
意
す
べ
き
税
務
情
報
を
収

集
し
、
会
員
へ
の
適
切
な
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
自
費
診

療
が
多
く
な
り
消
費
税
課
税
事

業
者
と
な
る
会
員
が
増
え
る
と

思
わ
れ
る
。
税
理
士
に
相
談
い

た
だ
き
適
切
に
ご
対
応
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

　
ま
た
、
最
近
は
雇
用
問
題
で

の
相
談
が
継
続
し
て
多
い
。
22

年
度
は
「
医
院
経
営
と
雇
用
管

理
」
の
冊
子
の
発
行
年
で
あ

り
、
こ
れ
の
説
明
会
も
開
催
す

る
。
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
。

医
療
経
営
の
諸
課
題
を
適
切
に
サ
ポ
ー
ト

　

下
京
東
部
・
西
京
・
乙

訓
・
舞
鶴
医
師
会
選
出
の
代

議
員
・
予
備
代
議
員
の
欠
員

に
伴
う
補
欠
選
挙
を
行
い
ま

し
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
数

は
定
数
以
内
で
し
た
の
で
、

京
都
府
保
険
医
協
会
選
挙
規

定
第
2
章
第
31
条
に
よ
り
、

投
票
を
行
わ
ず
立
候
補
者
を

も
っ
て
当
選
人
と
決
定
し
ま

し
た
。
任
期
は
2
0
2
3
年

4
月
30
日
ま
で
。

 

（
敬
称
略
）

﹇ 

下
京
東
部
﹈

予
備
代
議
員 

波
柴 

尉
充

﹇ 

西
京
﹈

代
議
員 

塚
本 

忠
司

予
備
代
議
員

米
山 

千
尋 

武
田 

真
一

﹇ 

乙
訓
﹈

代
議
員 

窪
田 

小
弓

鈴
木 

博
雄 

繁
本 

俊
哉

予
備
代
議
員

堀　
直
樹 

菅
田 

信
之

森
田　
聖 

佐
藤 

真
人

﹇ 

舞
鶴
﹈

代
議
員

西
村 

修
一 

田
中 

寛
之

予
備
代
議
員 

長
内 

清
行

　
※
中
京
東
部
医
師
会
は
会

内
協
議
の
結
果
、
欠
員
が
生

じ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
補

欠
選
挙
は
行
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　
補
選
結
果

下
京
東
部
・
西
京
・
乙
訓
・
舞
鶴

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
第
6
波
で
は
、
京
都
府
内
で

も
感
染
し
た
高
齢
者
・
障
害
施

設
の
入
所
者
が
施
設
に
留
め
置

か
れ
た
ま
ま
、
医
療
に
つ
な
が

る
こ
と
な
く
、
命
を
落
と
す
事

態
が
発
生
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
協
会
等
5
団
体
が
呼
び
か

け
、
医
療
・
福
祉
関
係
者
が
同

じ
テ
ー
ブ
ル
で
話
し
合
う
「
高

齢
者
・
障
害
者
施
設
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
患
者
留
置
問
題
を
考
え

る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
6
月
18

日
に
ウ
ェ
ブ
で
開
催
し
た
。
参

加
者
は
42
人
。
主
催
は
協
会
の

他
、
社
会
福
祉
法
人
七
野
会
、

き
ょ
う
さ
れ
ん
京
都
支
部
、
京

都
民
主
医
療
機
関
連
合
会
、
京

都
社
会
保
障
推
進
協
議
会
。
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
佛
教
大

学
の
新
井
康
友
准
教
授
が
参
加

し
た
。
冒
頭
、
主
催
団
体
を
代

表
し
、
協
会
の
礒
部
博
子
政
策

部
員
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

施設留置問題で実情まざまざ
医療・福祉関係者集う医療・福祉関係者集う

上から礒部部員、
増田監事、新井氏

「
必
要
な
入
院
」 の 

担
保
を

　
基
調
報
告
で
は
、
協
会
が
高

齢
者
・
障
害
者
施
設
と
新
型
コ

ロ
ナ
患
者
受
入
病
院
を
対
象
に

行
っ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
『
第
6

波
』
に
お
け
る
影
響
調
査
」

（
本
紙
第
3
1
2
2
号
既
報
）

の
結
果
を
報
告
。
続
い
て
、
直

近
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
お
け
る
京
都
府
の
確
保

病
床
や
入
院
調
整
体
制
な
ど
を

解
説
し
、
高
齢
者
施
設
等
の
留

置
問
題
が
浮
上
す
る
中
、
府
は

新
た
に
高
齢
者
施
設
等
へ
の
医

療
提
供
に
か
か
る
対
応
等
を
示

し
た
が
、
あ
く
ま
で
往
診
等
の

仕
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少

な
く
と
も
「
必
要
な
入
院
」
が

確
実
に
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

だ
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
基
調
報
告
を
受
け
新
井
氏

は
、
介
護
施
設
は
生
活
の
場
で

あ
り
、
陽
性
患
者
の
留
置
き
が

感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
の
は
容

易
に
想
像
で
き
る
。
府
は
往
診

チ
ー
ム
を
圏
域
ご
と
に
構
築
す

る
と
い
う
が
、
留
置
き
が
前
提

の
話
で
あ
り
、
入
院
で
き
る
体

す
べ
て
の
人
に
必
要
な

医
療
の
提
供
を

　
各
分
野
の
報
告
を
受
け
、
参

加
者
か
ら
「
感
染
症
対
応
は
隔

離
だ
け
で
な
く
治
療
も
必
要
」

「
死
亡
者
を
0
に
す
る
の
が
国

と
し
て
当
然
追
求
す
べ
き
政

策
」「
在
宅
で
完
結
す
る
こ
と

は
極
め
て
難
し
く
、
救
急
隊
を

呼
ん
で
も
、
数
時
間
搬
送
先
を

探
し
た
事
例
が
あ
っ
た
。『
人

工
呼
吸
器
を
希
望
さ
れ
る
人
は

制
、
適
切
な
治
療
が
受
け
ら
れ

る
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
の
は
人
権
・
生
存
権
の
侵

害
だ
と
述
べ
た
。

各
分
野
か
ら

悲
痛
な
声
が
続
々

　
続
い
て
各
分
野
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
。
協
会
の
増
田
道
彦
監

事
は
「
入
院
現
場
と
救
急
現
場

か
ら
」
を
報
告
。
京
都
府
内
の

第
6
波
の
感
染
状
況
な
ど
を
解

説
し
、
重
症
化
率
よ
り
死
亡
率

の
方
が
高
か
っ
た
の
が
第
6
波

の
特
徴
で
あ
る
と
し
た
。
ま

た
、
自
身
の
病
院
の
コ
ロ
ナ
で

の
新
入
院
患
者
数
や
救
急
患
者

受
入
数
を
示
し
、
心
肺
停
止
で

救
急
搬
送
さ
れ
た
事
例
を
紹
介

し
た
。

　
原
谷
こ
ぶ
し
の
里
の
介
山
篤

施
設
長
と
大
島
浩
子
部
長
は

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
ら
」

を
報
告
。
施
設
で
起
こ
っ
た
大

無
理
だ
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
残
念
な
が
ら
生
命
の
選

別
は
確
か
に
あ
っ
た
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
社
会
福
祉
法
人
七

野
会
の
井
上
ひ
ろ
み
理
事
長
が

声
明
を
読
み
上
げ
、
参
加
者
一

同
で
確
認
し
た
。

規
模
ク
ラ
ス
タ
ー
の
対
応
状

況
、
京
都
市
当
局
と
の
や
り
取

り
を
語
っ
た
。
コ
ロ
ナ
に
感
染

後
、
体
調
が
急
速
に
悪
化
す
る

施
設
利
用
者
に
対
し
、
必
死
に

入
院
先
を
探
し
た
が
力
及
ば

ず
、
目
の
前
で
た
だ
た
だ
弱
っ

て
い
く
利
用
者
を
見
守
る
し
か

な
か
っ
た
と
声
を
震
わ
せ
た
。

　
あ
み
の
福
祉
会
だ
る
ま
ハ
ウ

ス
の
管
理
者
、
梅
田
三
木
子
氏

は
「
障
害
の
あ
る
人
の
事
業
所

か
ら
」
を
報
告
。
施
設
内
の
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
の
詳
細
を
述

べ
、
行
政
に
で
き
得
る
範
囲
で

対
応
し
て
も
ら
っ
た
が
、
も
っ

と
早
く
に
入
院
で
き
て
い
た
ら

重
症
化
も
感
染
拡
大
も
防
げ
た

の
で
は
な
い
か
と
吐
露
。
病
気

に
な
っ
て
も
医
療
に
か
か
れ
な

い
、
入
院
で
き
ず
に
重
症
化
す

る
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
こ
る
。

こ
の
国
の
社
会
保
障
の
脆
弱
さ

が
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
述
べ
た
。

　
葵
の
郷
の
田
波
英
五
郎
看
護

師
長
は
「
介
護
医
療
院
か
ら
」

を
報
告
。
介
護
医
療
院
に
お
け

る
ク
ラ
ス
タ
ー
の
状
況
に
つ
い

て
説
明
。
一
度
目
は
感
染
し
た

利
用
者
全
員
が
入
院
し
た
が
、

二
度
目
は
全
員
留
置
き
と
な
っ

た
と
報
告
し
た
。
介
護
医
療
院

は
生
活
施
設
と
し
て
の
側
面

と
、
他
の
介
護
施
設
で
は
対
応

が
難
し
い
、
吸
引
や
経
管
栄
養

と
い
っ
た
医
療
処
置
や
医
学
管

理
の
機
能
を
併
せ
持
っ
て
い

る
。
対
応
に
あ
た
る
ス
タ
ッ
フ

へ
の
負
担
が
重
く
、
特
に
自
身

や
家
族
へ
の
感
染
の
懸
念
、
先

の
見
え
な
い
不
安
な
ど
心
理
的

ス
ト
レ
ス
が
大
き
か
っ
た
と
し

た
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
等
を
休

止
し
た
こ
と
で
、
利
用
者
の
Ａ

Ｄ
Ｌ
低
下
、
拘
縮
な
ど
が
増
え

た
と
述
べ
た
。
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◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険
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医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
地
区
懇
ア
ン
ケ
ー
ト�

（
２
面
）

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
で
代
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト�

（
３
面
）

政
策
解
説
・
財
務
省
志
向
の

給
付
費
抑
制「
全
体
像
」�

（
４
面
）



22
年
度
改
定
で
顔
認
証
機
能

付
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
に
つ
い
て
、「
電
子
的

保
健
医
療
情
報
活
用
加
算
」
が

新
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
を
理
由
に
臨
時
的
に
導
入
さ

れ
て
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に

よ
る
初
診
が
認
め
ら
れ
、
点
数

化
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
電
話
に

よ
る
も
の
は
い
ま
だ
臨
時
的
取

扱
い
）。
さ
ら
に
、
21
年
9
月

か
ら
支
払
基
金
に
お
い
て
「
審

査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｉ
審

査
）」
が
導
入
さ
れ
、「
シ
ス
テ

ム
刷
新
後
2
年
以
内
に
は
レ
セ

プ
ト
全
体
の
9
割
程
度
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
で
完
結
す

る
こ
と
を
目
指
す
」
と
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
に
先
立
ち
、

21
年
10
月
か
ら
22
年
3
月
に
か

け
て
開
催
し
た
地
区
医
師
会
と

の
懇
談
会
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査
」
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
対
象
2
2
2
5
人
の
う
ち
、

3
6
7
人
か
ら
回
答
（
回
答
率

16
％
）
が
あ
っ
た
。

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
「
設
置

す
る
気
な
し
」
45
％

　
ま
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

　
顔
認
証
機
能
付
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い

て
、「
設
置
し
て
い
る
」11
％
、

「
設
置
予
定
」
17
％
、「
設
置
考

慮
中
」
26
％
、「
設
置
す
る
気

な
し
」45
％
で
あ
っ
た（
図
1
）。

　
「
設
置
し
て
い
る
」方
に
利
用

者
数
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
月
平

均
1
・
0
人
で
あ
っ
た
。

　
受
付
窓
口
、
機
器
操
作
、

カ
ー
ド
持
参
等
で
困
っ
た
出
来

事
、
事
例
が
な
い
か
尋
ね
た
。

22
人
が
回
答
。「
有
用
だ
」と
の

意
見
が
1
人
、
そ
の
他
「
利
用

者
が
い
な
い
・
少
な
い
」「
機

器
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
・

邪
魔
」な
ど
の
意
見
や
、「
保
険

証
な
し
で
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

み
で
保
険
診
療
を
求
め
ら
れ

た
」「
紛
失
の
恐
れ
が
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
希
望
し
て
い

な
い
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
は
自
費

「
認
め
ら
れ
な
い
」
41
％

　
次
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に

つ
い
て
尋
ね
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
以
外
の
理

由
で
「
初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
」
を
求
め
ら
れ
た
こ
と

が
あ
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
な
い
」
87
％
、「
あ
る
」
4
％

で
あ
っ
た
（
図
2
）。

　
「
あ
る
」
場
合
の
事
例
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
他
院
診
療
中

の
薬
の
処
方
」「
整
形
外
科
で

レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
の
検
査
が
必

要
な
た
め
、
断
っ
た
」
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

21
年
6
月
18
日
の
規
制
改
革

実
施
計
画
の
中
で
「
医
師
が
、

初
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
先

立
っ
て
、
別
に
設
定
し
た
患
者

本
人
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談

（
自
費
面
談
）
を
行
い
、
医
師・

患
者
双
方
が
合
意
し
た
場
合
に

は
、
初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
認
め
る
方
向
」
と
検
討

さ
れ
た
。
こ
の
初
診
に
先
立
つ

「
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
」
は
保
険

診
療
と
み
な
さ
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
取
扱
い
を
ど
う
考

え
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
1
5

2
人
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　
大
別
し
て
「
認
め
ら
れ
な

い
・
お
か
し
い
・
保
険
診
療
と

す
べ
き
・
自
費
で
は
な
い
」
等

が
41
％
、「
そ
れ
で
よ
い
・
仕

方
な
い
・
自
費
で
良
い
・
当

然
・
賛
同
・
妥
当
」
等
の
意
見

が
17
％
、「
分
か
ら
な
い
・
知
ら

な
か
っ
た
・
何
も
思
わ
な
い
」

等
の
意
見
が
18
％
、
そ
の
他
の

い
た
と
こ
ろ
、
1
1
2
人
か
ら

回
答
が
あ
っ
た
。
大
別
し
て

「
や
る
気
は
な
い
・
で
き
な
い
・

要
望
が
な
い
・
当
科
で
は
無

理
」「
リ
ス
ク
、
問
題
、
疑
問

が
あ
る
」
が
そ
れ
ぞ
れ
21
％
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、
オ
ン
ラ

イ
ン
面
談
に
反
対
・
不
要
、対

面
診
療
が
原
則
」15
％
、「
僻
地・

離
島
の
診
療
、
再
診
時
な
ど
、

限
定
的
な
ら
認
め
ら
れ
る
」8

％
、「
や
り
た
い
、ニ
ー
ズ
が
あ

る
、増
え
て
く
る
」
7
％
、「
シ

ス
テ
ム
利
用
料
が
高
い
、
業
者

を
儲
け
さ
せ
る
だ
け
」
5
％
、

「
点
数
を
上
げ
る
べ
き
、適
切
な

点
数
と
す
べ
き
」「
負
担
が
大

き
い
・
重
い
、
手
間
が
大
変
」

が
そ
れ
ぞ
れ
4
％
と
な
っ
た
。

　
意
見
を
少
し
紹
介
す
る
と

「
消
化
器
科
・
小
児
科
・
精
神

科
・
外
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
で
は

不
向
き
・
不
可
能
」「
ウ
ェ
ラ

ブ
ル
身
体
計
測
機
器
や
、
自
己

検
査
記
録
と
の
デ
ー
タ
リ
ン
ク

が
な
け
れ
ば
無
責
任
」「
診
療

科
、
地
域
性
、
患
者
の
A
D
L

そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ

り
必
要
性
、
重
要
性
が
異
な
る

た
め
慎
重
な
議
論
が
必
要
」

「
高
齢
者
が
多
い
診
療
所
で
は

困
難
」「
今
ま
で
の
診
療
の
あ

り
方
が
、
本
来
の
人
間
的
な
医

療
の
あ
り
方
で
あ
る
」「
某
社

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
規
約
を
読
ん

で
み
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
の
本
社

と
加
盟
店
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

契
約
の
よ
う
で
あ
り
、
危
な
く

て
サ
イ
ン
で
き
な
い
と
思
っ

た
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

効
果
・
効
能
と
一
致
せ
ず
で

「
減
点
さ
れ
た
」
20
％

　
最
後
に
、
Ａ
Ｉ
審
査
に
つ
い

て
尋
ね
た
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

な
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
減
点
事
例
が
あ
る
か
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
例
示
と
し
て
あ
げ

た
「
医
学
的
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
Ｄ
10

か
ら
見
て
対
象
疾
患
に
含
ま
れ

る
傷
病
名
を
記
載
し
た
の
に
、

薬
剤
の
『
効
果
・
効
能
』
と
一

致
し
て
い
な
い
と
し
て
減
点
さ

れ
た
」
を
選
択
し
た
方
が
20
％

と
な
っ
た
。
ま
た
、「
診
療
行

為
に
対
す
る
加
算
点
数
の
入
力

日
が
違
っ
て
い
た
だ
け
で
減
点

さ
れ
た
」
が
5
％
、「
特
定
保

険
医
療
材
料
や
加
算
点
数
の
請

求
コ
ー
ド
が
間
違
っ
て
い
た
だ

け
で
、
同
一
の
材
料
、
同
一
の

主
旨
の
加
算
が
減
点
、
返
戻
さ

れ
た
」
が
4
％
と
な
っ
た
。

医
療
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

見
極
め
が
必
要

　
政
府
は
6
月
7
日
「
骨
太
方

針
2
0
2
2
」
を
閣
議
決
定
。

経
済
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）に

重
点
的
に
投
資
を
行
う
と
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

義
務
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

活
用
、
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標

準
化
、
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
等
を

打
ち
出
し
て
い
る
（
本
紙
第

3
1
2
4
号
既
報
）。

　
協
会
は
医
療
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
を
否
定
し
な
い
。
む

し
ろ
、
Ｄ
to
Ｄ
や
多
職
種
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
遠
隔
病
理
診

断
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

分
野
で
は
、
活
用
を
進
め
る
べ

き
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
営
利
企
業
の
影
が
背

後
に
チ
ラ
つ
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
義
務
化
に
は
反
対
の
立

場
で
あ
り
、
安
上
が
り
の
医
療

を
目
論
む
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

性
急
な
拡
大
に
は
慎
重
な
立
場

を
貫
き
た
い
。
調
査
結
果
は
今

後
の
協
会
活
動
に
活
か
し
た
い
。

意
見
が
23
％
で
あ
っ

た
。
そ
の
他
の
意
見
の

中
に
は
「
面
談
で
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
不
可
と

な
っ
た
場
合
、
自
費
請

求
は
難
し
く
、
医
師
の

時
間
と
手
間
の
持
ち
出

し
と
な
る
」「
本
診
察

と
の
区
分
が
不
明
確
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
会
員
や
患
者
か
ら
の

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
関

す
る
意
見
や
感
想
を
聞

　
協
会
は
5
月
21
日
、
2
0
2
1
年
度
第
2
回
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
を
ウ
ェ

ブ
で
開
催
。
地
区
委
員
18
人
、
協
会
か
ら
9
人
が
出
席
し
た
。「
2
0
2
2
年
度
診
療

報
酬
改
定
を
経
て
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。
新
設
さ
れ
た
外
来
感
染
対
策
向
上
加
算

等
の
施
設
基
準
に
関
す
る
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

　
開
会
に
際
し
鈴
木
理
事
長
は

「
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
は
、

医
療
提
供
体
制
改
変
の
一
部
の

現
れ
だ
。
財
務
省
は
、
財
政
健

全
化
と
し
て
、
中
医
協
で
の
議

論
が
不
十
分
な
ま
ま
リ
フ
ィ
ル

処
方
箋
を
導
入
し
て
き
た
。
急

性
期
病
床
削
減
に
関
し
て
は
、

地
域
医
療
構
想
と
し
て
診
療
報

酬
改
定
で
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
お
り
、
協
会
は
厚
生
労
働
省

や
各
委
員
に
問
題
点
を
指
摘

し
、要
請
を
行
っ
て
い
る
。各
地

区
医
師
会
で
の
ご
意
見
な
ど
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
、
活
発
に
議

論
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
今
回
の
改
定
で
、
診
療
所
に

お
い
て
平
時
か
ら
の
感
染
防
止

対
策
、
地
域
の
医
療
機
関
等
が

連
携
し
て
実
施
す
る
感
染
症
対

策
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
外

来
感
染
対
策
向
上
加
算
（
6

点
）が
新
設
さ
れ
た
。し
か
し
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
施
設

基
準
で
あ
る
。
地
区
か
ら
は

「
施
設
基
準
と
し
て
、
院
内
感

染
対
策
に
関
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
に
年
2
回
程
度
の
参
加
が

要
件
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

が
、
病
院
で
行
わ
れ
る
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
は
開
業
医
が
参
加

で
き
な
い
時
間
帯
に
行
わ
れ
て

お
り
参
加
で
き
な
い
」「
病
診

連
携
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
体
制

が
4
月
20
日
ま
で
に
構
築
で
き

な
か
っ
た
。
病
院
の
体
制
が
構

築
で
き
る
ま
で
届
出
を
取
り
消

し
た
」こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
に
関
し
て
、
現
時
点
で
開

催
し
て
い
な
く
て
も
、
2
0
2

3
年
4
月
ま
で
に
実
施
で
き
る

予
定
が
あ
れ
ば
届
出
は
可
能

だ
」
と
回
答
し
た
。
そ
の
他
に

も
地
区
か
ら
「
一
部
の
診
療
科

（
眼
科
等
）の
診
療
所
の
場
合
、

発
熱
で
受
診
さ
れ
て
も
診
る
こ

と
が
で
き
ず
、
発
熱
外
来
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
メ

ジ
ャ
ー
な
診
療
科
と
差
異
を
感

じ
、
不
合
理
で
は
な
い
か
」
と

の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋

積
極
的
な
発
行
し
な
い

　
外
来
感
染
対
策
向
上
加
算
と

並
ん
で
、
話
題
に
な
っ
た
の
が

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
。
一
定
期
間

内
に
処
方
箋
を
反
復
使
用
す
る

仕
組
み
だ
が
、
地
区
か
ら
は

「
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
を
発
行
す

る
と
、
薬
局
の
薬
剤
師
が
患
者

に
服
薬
指
導
を
行
い
、
容
態
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
投
薬
が
続

く
。
薬
剤
師
の
顔
が
わ
か
る
関

係
で
あ
れ
ば
良
い
が
、
大
手
薬

局
な
ど
で
容
態
が
変
わ
っ
て
も

報
告
が
な
か
っ
た
場
合
に
、
そ

れ
も
医
師
の
責
任
と
な
る
と
、

簡
単
に
発
行
で
き
な
い
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
リ
フ
ィ
ル
処

方
箋
の
発
行
は
、
医
師
の
判
断

が
前
提
と
な
る
。
医
師
が
リ

フ
ィ
ル
処
方
箋
を
出
さ
な
い
と

判
断
し
た
の
な
ら
全
く
問
題
な

い
。
責
任
の
所
在
が
医
師
に
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
リ
ス

ク
を
よ
く
考
え
て
対
応
し
て
ほ

し
い
」
と
回
答
し
た
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
外
来
感

染
対
策
向
上
加
算
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
点
数
（
加
算
）
が

新
設
さ
れ
た
が
、
診
療
所
に
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
算
定
で
き

な
い
も
の
が
多
い
こ
と
が
露
呈

し
た
。
協
会
は
「
今
日
出
さ
れ

た
問
題
点
、
不
合
理
点
は
厚
生

労
働
省
に
意
見
・
要
望
し
て
い

く
。
協
会
の
理
事
会
や
部
会
で

も
議
論
し
、
方
針
を
出
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

2021年度地区懇アンケート

医療のＩＣＴ活用は否定しないが
営利と安上り医療目論む政策には反対

新
設
点
数
は
算
定
要
件
厳
し
く

診
療
所
で
算
定
で
き
な
い
実
態
露
わ
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

設置予定
64件 17％

無回答
1件 0％

設置考慮中
97件 26％

設置している
39件 11％

設置する気なし
166件 45％

図 1　顔認証機能付マイナンバー
　   カードリーダーについて

ある
16件 4％

ない 
320件 87％

無回答 31件 8％

図 2　コロナ感染防止以外の理由で「初診から
　　　のオンライン診療」を求められたこと

委
員
会
で
は
活
発
に
意
見
交
換

困困ったときったときはは
　  まずご　  まずご連絡連絡をを
保険請求など
日常診療をサポート
保険請求の疑問、審査・指導の相談な
ど、協会は日常診療での会員・医療機
関従業員からのご相談に対応していま
す。新規個別指導を
はじめ、指導の不安
や疑問もご相談下さ
い。しっかりサポート
します。 ©もへろん
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協
会
は
、
5
月
19
・
26
日
に
「
新
し
く
医
院
に
勤
め
ら
れ
た
方
の
研
修
会
」
を
開

催
。
1
日
目
は
協
会
の
林
一
資
副
理
事
長
が
「
医
事
紛
争
か
ら
見
た
医
療
従
事
者
と

し
て
の
心
構
え
」、
種
田
征
四
郎
理
事
が
「
知
っ
て
お
き
た
い
保
険
基
礎
知
識
（
請

求
留
意
事
項
）」
を
講
演
。
2
日
目
は
㈱
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｓ
Ｉ
Ｑ
協
会
の
川
﨑
ゆ
か

り
氏
を
講
師
に
「
接
遇
研
修
・
初
級
編
」
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
延
べ
28
人
と

な
っ
た
。
以
下
、
接
遇
研
修
の
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
接
遇
を
実
践

医
療
安
全
や
保
険
基
礎
知
識
も
学
ぶ

新
し
く
医
院
に
勤
め
ら
れ
た
方
の
研
修
会

第
一
印
象
は
表
情
だ
け
で
は
な
い

醍
醐
渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
伏
見
）

中
江
真
子

　
今
回
の
医
院
、
診
療
所
で
の

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
ら
た
め

て
医
療
機
関
で
の
接
遇
マ
ナ
ー

の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
変
、
貴
重
な
お

話
ば
か
り
で
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
中
で
も
一
番
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
視
覚
・
聴
覚

が
第
一
印
象
に
与
え
る
影
響
の

お
話
で
す
。
メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法

則
に
つ
い
て
は
初
め
て
知
り
ま

し
た
が
、
視
覚
の
次
に
聴
覚
が

第
一
印
象
に
与
え
る
影
響
が
大

き
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
今

は
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
に
よ
っ

て
顔
の
半
分
以
上
が
覆
わ
れ
て

い
る
の
で
、
表
情
の
伝
え
づ
ら

さ
、
伝
わ
り
づ
ら
さ
を
日
々
の

仕
事
の
中
で
感
じ
、
私
自
身
模

に
与
え
る
第
一
印
象
は
随
分
変

わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
の

研
修
会
で
は
接
遇
の
ポ
イ
ン
ト

の
み
な
ら
ず
、
業
務
内
容
に
も

着
目
し
た
具
体
例
を
提
示
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
、
よ
り
理
解

し
や
す
か
っ
た
で
す
。

　
病
院
に
来
院
さ
れ
る
患
者
さ

ん
は
体
調
が
優
れ
ず
、
不
安
な

気
持
ち
で
来
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
そ
の
不
安
な
気
持
ち

を
少
し
で
も
ほ
ぐ
せ
る
よ
う
な

接
遇
を
提
供
す
る
の
が
患
者
さ

ん
の
安
心
感
や
、
ま
た
来
よ
う

と
思
っ
て
も
ら
え
る
気
持
ち
に

繋
が
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
病

院
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

索
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
回
の
研

修
会
で
第
一
印
象
は
表

情
だ
け
で
な
く
、
身
だ

し
な
み
や
あ
い
さ
つ
、

態
度
や
動
作
な
ど
、
色

々
な
部
分
が
影
響
し
て

い
る
と
学
び
ま
し
た
。

現
在
の
マ
ス
ク
で
表
情

が
見
え
づ
ら
い
部
分

は
、
他
の
部
分
で
十
分

カ
バ
ー
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
マ
ス
ク
を
し
て

い
て
も
言
葉
遣
い
や
姿

勢
、
声
の
ト
ー
ン
や
話

す
ス
ピ
ー
ド
に
も
気
を

配
る
こ
と
で
患
者
さ
ん

　
医
療
機
関
に
行
か
ず
と
も
、

一
定
期
間
内
に
処
方
箋
を
反
復

利
用
で
き
る
「
リ
フ
ィ
ル
処
方

箋
」
が
、
22
年
度
診
療
報
酬
改

定
で
導
入
さ
れ
た
。
21
年
末
の

鈴
木
財
務
相
・
後
藤
厚
労
相
の

大
臣
折
衝
で
「
再
診
の
効
率

化
」、
つ
ま
り
医
療
費
の
削
減

を
狙
い
導
入
さ
れ
た
制
度
で
、

0
・
1
％
（
医
療
費
4
7
0
億

円
程
度
）
の
削
減
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
代
議
員
の

意
見
を
聞
い
た
。

　
年
齢
別
ク
ロ
ス
集
計
の
報
告

は
省
略
し
、
概
要
の
み
に
と
ど

め
る
。

⑴
主
に
院
内
処
方
か
、

院
外
処
方
箋
発
行
か

　
主
に
院
外
処
方
（
処
方
箋
発

行
）
の
回
答
が
60
％
、
主
に
院

内
処
方
の
回
答
が
40
％
だ
っ
た

（
図
1
）。
な
お
、
日
本
薬
剤
師

会
資
料
に
よ
る
20
年
2
月
時
点

の
「
処
方
箋
受
取
率
（
医
薬
分

業
進
捗
状
況
）」
を
見
る
と
、

京
都
府
は
63
％
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。⑵

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
を
発

行
し
た
こ
と
が
あ
る
か

　
「
発
行
し
て
い
る
」
が
3
％

（
1
人
）、「
患
者
か
ら
の
求
め

が
あ
れ
ば
発
行
を
検
討
」
が
20

％
、「
発
行
し
て
い
な
い
」
が

27
％
、「
発
行
す
る
気
は
な
い
」

が
50
％
で
あ
っ
た
（
図
2
）。

⑶
患
者
か
ら
発
行
の
希
望

や
相
談
が
あ
っ
た
か

　
「
あ
っ
た
」
が
30
％
、「
今
の

と
こ
ろ
な
い
」
が
70
％
で
あ
っ

た
（
図
3
）。

⑷
発
行
の
希
望
が
あ
っ

た
時
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
た
か

　
⑶
で
「
あ
っ
た
」
と
の
回
答

の
う
ち
、「
全
て
発
行
し
て
い

る
」が
10
％（
1
人
）、「
医
学
的

⑸「
リ
フ
ィ
ル
処
方
」に
つ

い
て
の
考
え
（
複
数
回
答
可
）

　
「
リ
フ
ィ
ル
で
は
健
康
状
態

の
観
察
等
が
困
難
」
70
％
、

「
リ
フ
ィ
ル
で
な
く
と
も
長
期

処
方
で
十
分
」
お
よ
び
「
適
切

な
処
方
箋
管
理
を
患
者
が
で
き

る
か
疑
問
」
67
％
、「
薬
剤
師

に
医
学
管
理
を
さ
せ
る
の
は
お

か
し
い
」
47
％
、「
減
収
に
つ

な
が
る
た
め
導
入
に
は
消
極

的
」
37
％
、「
改
竄
が
容
易
な

ど
処
方
箋
書
式
に
不
安
あ
り
」

30
％
、「
最
低
で
も
月
に
1
回

の
受
診
は
必
要
」
23
％
、「
リ

フ
ィ
ル
処
方
に
適
し
た
患
者
が

い
な
い
」
20
％
、「
医
薬
連
携

が
不
十
分
な
現
状
で
は
時
期
尚

早
」
お
よ
び
「
患
者
に
と
っ
て

利
便
性
が
あ
る
」
13
％
、「
症

状
が
安
定
し
て
い
れ
ば
特
に
問

題
な
い
」
10
％
、「
薬
剤
師
が

介
入
す
る
た
め
長
期
処
方
に
比

べ
れ
ば
安
心
感
が
あ
る
」
7
％

で
あ
っ
た
（
図
5
）。

　
そ
の
他
と
し
て
「
米
国
の
よ

う
に
訴
訟
社
会
が
推
進
さ
れ

る
」「
必
要
性
を
全
く
感
じ
な

い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
「
他
院
の
状
況
次
第
で
導
入

を
検
討
」「
外
来
の
混
雑
緩
和

に
つ
な
が
る
た
め
導
入
を
検

討
」「
医
療
費
削
減
に
資
す
る

た
め
導
入
を
検
討
」
の
選
択
は

な
か
っ
た
。

⑹
国
に
望
む
こ
と

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
一
部
、

紹
介
す
る
。

　
「
言
語
道
断
」「
医
療
費
削
減

に
リ
フ
ィ
ル
を
導
入
す
る
必
要

は
な
く
、
患
者
の
利
便
性
の
み

を
考
慮
し
て
考
え
て
い
く
べ

き
。
医
療
費
削
減
あ
り
き
の
導

入
に
反
対
」「
医
療
費
削
減
の

た
め
、
患
者
の
利
便
性
を
盾
に

医
師
の
裁
量
権
や
国
民
の
健
康

を
侵
す
国
の
厚
生
行
政
に
断
固

反
対
す
る
」「
患
者
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
し
て
処
方
し
て
お

り
、
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
は
患
者

の
状
態
も
診
ず
に
患
者
任
せ
に

な
る
た
め
大
変
危
険
。
他
疾
患

の
早
期
発
見
に
多
大
な
影
響
が

出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
」

「
従
来
、
無
診
投
薬
を
認
め
て

こ
な
か
っ
た
の
に
、
医
療
費
削

減
の
た
め
と
は
い
え
お
か
し
な

施
策
だ
」「
総
量
規
制
の
亡
霊

に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
国
の
施

策
で
は
真ま

と
も面
な
医
薬
・
介
護
行

政
は
不
可
能
。
リ
フ
ィ
ル
処
方

の
よ
う
な
弥び

ほ
う
さ
く

縫
策
で
な
く
、
そ

ろ
そ
ろ
全
行
政
を
横
断
す
る
抜

本
的
改
革
を
行
っ
て
は
ど
う

か
」「
財
政
制
度
分
科
会
の
中

の
『
お
薬
受
診
を
一
掃
し
、
医

療
の
質
を
向
上
さ
せ
る
』
と
い

う
発
言
に
は
、
時
間
を
か
け
て

診
療
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
医

療
制
度
上
の
問
題
の
棚
上
げ
で

あ
り
、
憤
り
を
超
え
て
悪
意
を

感
じ
る
」「
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が

起
こ
っ
た
時
、
責
任
を
取
ら
さ

れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
毎
回

自
分
の
目
で
見
て
処
方
箋
を
出

す
べ
き
」「『
症
状
が
悪
化
し
た

の
は
薬
剤
師
が
適
切
に
判
断
し

な
か
っ
た
た
め
だ
』
と
患
者
が

薬
局
を
訴
え
る
ケ
ー
ス
も
起
こ

に
よ
れ
ば
、
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋

導
入
の
賛
否
に
つ
い
て
、
開
業

医
で
は
「
反
対
」
が
50
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
反
対
」

が
15
％
で
、
合
わ
せ
て
65
％
が

反
対
し
て
い
る
。

　
政
府
は
「
骨
太
方
針
2
0
2

2
」
で
「
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の

普
及
・
定
着
の
た
め
の
仕
組
み

の
整
備
を
実
現
す
る
」
と
表
明

し
た
が
、
患
者
を
医
療
か
ら
遠

ざ
け
る
も
の
に
な
っ
て
は
い
け

な
い
。
財
務
省
主
計
局
は
「
患

者
の
利
便
性
」「
不
要
不
急
の

通
院
を
避
け
た
い
事
情
」「
医

師
の
働
き
方
改
革
」
な
ど
を
理

由
に
「
導
入
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
4

月
14
日
・
財
政
制
度
等
審
議
会

財
政
制
度
分
科
会
）
が
、
一
番

大
切
な
こ
と
は
患
者
の
命
と
健

康
で
あ
る
。
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
会
員
が

直
面
し
て
い
る
状
況
の
把
握
に

努
め
、
必
要
あ
れ
ば
改
善
運
動

に
取
り
組
み
た
い
。

判
断
で
是
々
非

々
で
発
行
」
が

40
％
、「
断
っ

て
い
る
」
が
50

％
で
あ
っ
た
。

な
お
、
⑶
で

「
今
の
と
こ
ろ

な
い
」
を
選
択

し
な
が
ら
、
⑷

へ
の
回
答
が
1

人
あ
り（
図
4
）。

り
得
る
。
そ
の

あ
た
り
の
対
策

は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
」
な

ど
批
判
的
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
リ

フ
ィ
ル
処
方
箋

自
体
の
利
点
も

あ
る
の
で
、
運

用
と
目
的
が
ゆ

が
ん
で
い
る
こ

と
が
最
大
の
欠

点
」「
中
医
協

で
議
題
し
て
ほ

し
い
」
と
の
意

見
も
出
さ
れ
た
。

　
な
お
、m

3.
com

社
の
意

識
調
査
（
5
月

17
日
付
報
道
）

ま
ず
は
緊
張
ほ
ぐ
す
た
め
に

体
を
動
か
す
こ
と
か
ら

代議員月例
アンケート

実
施
時
期
＝
2
0
2
2
年
5
月
19
日
〜
5
月
31
日

対
象
者
＝
代
議
員
85
人　

回
収
数
＝
30
（
回
収
率
44
％
）

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
に
つ
い
て

医
療
費
削
減
あ
り
き
の
導
入
に
反
対

図 1　主に院外処方か、院内処方か

主に院内処方
40％

主に院外処方
（処方箋発行）

60％

図 2　リフィル処方箋の発行
発行している　3％

患者からの求め
があれば発行を
検討　20％

発行していない
27％

発行する気は
ない　　50％

図 3　患者から発行の希望や相談

あった 30％
今のところない

70％

図 4　発行の希望があった時の対応
全て発行している

10％

断っている
50％ 医学的判断で

是々非々で発行
　　　　　40％

図 5　「リフィル処方」についての考え（複数回答）

リフィルでは健康状態の観察等が困難
リフィルでなくとも『長期処方』で十分
適切な処方箋管理を患者ができるか疑問
薬剤師に医学管理をさせるのはおかしい

減収につながるため導入には消極的
改竄が容易など処方箋書式に不安あり

最低でも月に１回の受診は必要
リフィル処方に適した患者がいない
医薬連携が不十分な現状では時期尚早

患者にとって利便性がある
症状が安定していれば特に問題ない

薬剤師が介入するため長期処方に比べれば安心感がある

70％
67％
67％

47％
37％

30％
23％

20％
13％
13％
10％
7％

協会の活動・主張は
ここで見られます!

https://healthnet.jp

協会ホームページのご活用を
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　前号（第3124号）では、骨太方針2022が「デジタ
ルトランスフォーメーション（DX）」を主要な柱に
据えた「新しい資本主義」を強調し、デジタル庁の
「デジタル臨時行政調査会」の策定した「構造改革の
ためのデジタル原則」に依拠し、諸々の規制の緩和・
撤廃を進めながら、「経済成長」と「財政健全化」を
目指す国家方針書であることを指摘した。
　続いて本稿で着目したいのは骨太方針2022「２．持
続可能な社会保障制度の構築」における「医療費適正
化計画の見直し」なる文言である。医療費適正化計画
は小泉政権期の2008年施行の「高齢者の医療の確保に
関する法律」に基づく法定計画であり、全都道府県が
６年１期での策定を義務付けられ、現在第３期（～
2023年度）の最中である。都道府県は国が準備した
〈医療費の見込みの推計式〉（図）に基づき、策定時点
から６年後の医療費の見込みを計画に書き込む。都道
府県は見込みの範囲に医療費が収まるように、保険財
政と医療提供体制を両睨みで医療政策を司る―これが
基本的な姿である。京都府の医療費適正化計画（中期
的な医療費の推移に関する見通し）は、「自然増のみ
を推計した場合約１兆895億円」となる2023年の医療
費が、施策の推進を踏まえれば約１兆782億円に抑え
られると推計（2014年度推計）しているⅰ。

財務省から発信される
医療・社会保障給付費の 「規律」 強化

　このような現状の医療費適正化計画について真っ向
から疑問符を突き付けているのが財務省である。骨太
方針2022に先立って示された財政制度等審議会の建議
「歴史の転換点における財政運営」ⅱは、「年金制度の
ように、マクロ経済や人口動態に連動して（医療・介
護の）給付水準等を自動的に調整される仕組みがない
中では、我が国の給付費の対GDP比は今後上昇する
可能性が高く、財政規律を強化していくことが必要で
ある」「我が国でも保健医療支出の伸びが経済成長率
と乖離しないことを一つのメルクマールとしていくこ
とが考えられる」と述べている。
　この記述の意味するところをメディファクスが財務
省の一松主計官のインタビューとしてかみ砕いて説明
しているⅲ。
　要約して紹介すると、「日本の社会保険制度は賦課
方式」であり、「現役世代の負担能力を重視し、経済
成長率との整合性をとっていくことは一定の合理性が

ある」。財務省は建議に先立つ４月13日に財政制度等
審議会で「伸び率管理」（医療費総額管理制度）導入
を2005年に見送った経緯を振り返った上で、「医療給
付費も含めた社会保障給付費全体」について「規律を
強化していく必要がある」と提言した。
　すなわち、単純に言えばあらかじめ国が年度当初に
経済成長率を勘案して定めた伸び率の範囲に医療給付
費も含めた社会保障給付費を抑え込む仕組みを導入す
べきだと主張しているのである。
　その上で一松氏は現状の医療費適正化計画につい
て、「生活習慣病予防」（特定健康診査・特定保健指導
の実施率等）や「平均在院日数短縮」による医療費抑
制は「エビデンスに基づかない実効性を欠くもので
あったことが明らか」だと断じる。「社会保障給付費
を対GDP比などの指標で管理すると、必要な医療・
介護サービスを適切に提供できなくなるとの懸念は、
医療界に根強くある」が「人道的観点からも」医療・
介護サービス提供の必要性に一定の理解は示しつつ
も、「教育、公共事業のインフラ補修、防災などの分
野も重要性が劣るわけではない」「社会保障予算に
限って、マクロ指標による財政管理が必要でないとい
う主張は、全体で財政規律が設けられている中で、
（論理的な）飛躍がある」。医療費適正化計画は「形骸
化」しており、今後は「例えば地域医療構想の推進を
必須事項とし、後発医薬品の使用促進のみならず、地
域フォーミュラリーの策定、多剤・重複投薬の解消、
長期Do処方からリフィル処方への切り替え、公立病
院における費用構造の改善など、医療の効率的な提供
の推進に資する取り組みを充実・強化していくことが
基本」だと訴え、「2024年度以降の第４次適正化計画
の策定に向け、根拠法である高齢者医療確保法の必要
な改正を図っていくべきだ」とした。

厚生労働省の審議会議論での指摘

　厚生労働省の社会保障審議会医療保険部会でも第４
期医療費適正化計画の見直し議論は進められている。
2021年７月の第144回部会ⅳの席上においても委員か
ら特定健診、特定保健指導について、「その効果を疑
問視するような研究結果も最近出ている」との指摘が
なされ、実効性への疑問が呈された。だが一方で別の
委員からは健康づくりが医療費適正化目標のための手
段に読み取れ、違和感がある。医療の目的は健康を支
えるということであって、費用はその一つの制約であ

政
策
解
説

財務省が志向する給付費抑制の財務省が志向する給付費抑制の「「全体像全体像」」
ＤＸＤＸとかかりつけ医制度の構想が示す道筋とかかりつけ医制度の構想が示す道筋

ⅰ  京都府中期的な医療費の推移に関する見通し　京都府HP（2022
年 6月24日閲覧） 
https://www.pref.kyoto.jp/iryohoken/1217378364862.html

ⅱ  https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/fiscal_system_
council/sub-of_fiscal_system/report/zaiseia20220525/01.
pdf

ⅲ  医療給付費の伸び、経済成長率との整合性は「思い切った提案」
一松主計官　メディファクス　2022年 5月25日

ⅳ 第144回社会保障審議会医療保険部会　議事録 
 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_20737.html

るという捉え方が本来あるべき姿であり、順序が逆転
しているとの重要な指摘もなされている。また他の委
員からは「最終的には医療費目標が達成できなけれ
ば、都道府県単位の１点単価を変えてしまえという拙
速な議論になることだけは明確に反対をさせていただ
きたい」との指摘もあった。
　医療費適正化という命題が先行し、人々に対する医
療保障が薄っぺらなものになっていく危険性がここで
は語られており、財務省の主張とは完全に衝突する議
論である。

財務省が提言した医療分野での今後の取組
―DXとかかりつけ医制度―

　財政制度等審議会の建議は医療費適正化計画の実効
性への疑問符と経済成長率と整合ある「規律」の必要
性という主張を入口として、「給付費の水準を抑制す
るための方策等」として、「効率的な質の高い医療提
供体制の構築」を提言しており、その具体的メニュー
に「レセプトデータの利活用」も含めた「医療分野に
おけるデジタル化」や「地域医療構想の推進」、「地域
医療連携推進法人の活用」と同法人に参加する複数の
医療機関等に対する「包括報酬」の推進、そして「か
かりつけ医制度」の導入を訴えている。骨太方針2022
には直接に医療給付費全体に網をかける「規律」は書
き込まれなかった。だが一方で「給付費の水準を抑制
するための方策」として財政審建議が提示したそれら
メニューの多くは取り込まれているのである。このこ
との意味を重大に捉えるべきであろう。
　先に紹介した財務省の一松主計官はかかりつけ医制
度について次のようにコメントしている。コロナ禍の
外来医療について「これまで我が国の金看板とされて
きたフリーアクセスが、肝心な時に十分に機能しな
かった可能性がある」「制度とするか、文化にとどめ
るか」という論点を議論する段階ではすでにないと主
張。医療界はかかりつけ医の制度化に懸念を示すが
「規格化・数値化が進みかねない（かかりつけ医関連
の）診療報酬上の評価には懸念を示さない」とし、
「報酬上の評価という告示レベルでの規律付けは許容
しておきながら、より高いレベルの法令で制度化する
ことには反対するというのは、筋が必ずしも通ってい
ない」。
　DXやかかりつけ医制度といった国の策動はそれぞ
れ単独で持ち出されたものではない。財務省には財務
省の模索する医療費抑制の「全体像」とそれに向けた
シナリオが幾種類かあるはずだ。それが官邸や厚労省
の動向を踏まえながら、形状を柔軟に変えつつ、それ
でも着実に彼らはその実現に向けて「前進」している
ものと捉えねばならない。

図　医療費の見込み（目標）について

デジタルトランスフォーメーションデジタルトランスフォーメーション

令和３年７月29日　第144回社会保障審議会医療保険部会　資料２

○ 医療費の見込みの推計式については、医療費適正化基本方針（2016年３月告示）で示した医療費の見
込みの算定方法の考え方を踏まえ、以下のように整理。

〈医療費の見込みの推計式（必須）〉

医療費の見込み（高齢者医療確保法第９条第２項）
入院外等•自然体の医療費見込み　　 ▲後発医薬品の普及（80％）による効果 

▲特定健診・保健指導の実施率の達成（70％、45％）による効果 
▲外来医療費の１人当たり医療費の地域差縮減を目指す取組の効果

 •糖尿病の重症化予防の取組　
 •重複投薬、多剤投与の適正化
入院　　•病床機能の分化及び連携の推進の成果を踏まえた推計
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第37回保団連　医療研究フォーラム

在
宅
で
の
看
護
師
に
よ
る
点
滴
注
射
に
つ
い
て

在宅患者訪問点滴
注射管理指導料　

在宅医療の部の　
通則による取扱い

点数 100点（週１回） ――

実施する
看護師

医療保険・介護保険によ
る訪問看護を実施してい
る看護師等

医療機関、訪問看護ス
テーション、特別養護老
人ホーム等の看護師等

算定でき
る注射薬

特に定めはない（静脈で
使用する点滴注射薬に限
る）

在宅医療の部に規定され
ている注射薬（→社会保
険診療提要P.421）

指示期間 １週のうち週３日以上の
指示が必要

特に定めはない

薬剤料の
算定

レセプト「33その他」で算
定

レセプト「⑭在宅 薬剤」
で算定

レセプト
記載要領

・ 「⑭在宅」欄のその他の
項に、回数及び総点数
を記載する

・ 点滴注射を行った日を
「摘要」欄に記載する
・ 当該管理指導料に用い
る注射薬は、「㉚注射」
欄の「33その他の注射」
の項に記載し、「訪点」
と表示する

・ 「⑭在宅 薬剤」欄に用
いた注射薬を算定する

・ 注射薬の使用日を「摘
要」欄に記載する

・ 特別養護老人ホーム等
に入所中の患者に実施
した場合は、実施を指
示した医師の診療日を
「摘要」欄に記載する

別表　在宅における看護師等による点滴注射の違い

新興感染症流行から考える新興感染症流行から考える
～患者、国民に求められる医療をめざして～～患者、国民に求められる医療をめざして～

日　時 10月9日（日） 午後 5 時30分～ 7 時45分
10月10日（月・祝） 午前10時～午後 4 時

場　所 都市センターホテル（東京都千代田区平河町 2 - 4 - 1）
午後 5 時45分～  全国共同調査結果発表

「新型コロナウイルス感染症蔓延による医療機関の影響調査」
午後 6 時10分～  記念講演「新型コロナウイルス感染症の流行制御（仮）」

講 師　西浦　博 氏（京都大学大学院医学研究科環境衛生学分野教授）
オンデマンド配信 分科会・ポスターセッション

シンポジウム
午前10時～ 「新興感染症対策と日常診療の確保」
午後 1 時30分～ 「コロナ禍の貧困問題」

１
日
目

２
日
目

参加申込は、京都府保険医協会まで（第一次締切　8 月31日（水））

現地参加（ウェブ参加）
 医師　8,000円（4,000円） ／ コ・メディカル　500円（無料）
その他 弁当代（10／9、10）　各2,000円（予定）

ウェブ配信
併用
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め
ら
れ
、
消
費
税

を
含
む
負
担
が
増
え
て
、
国
民
は

く
た
び
れ
て
い
る
。
少
子
化
対
策

で
も
政
府
は
思
い
切
っ
た
政
策
を

打
っ
て
来
な
か
っ
た
。

　
第
4
に
学
校
教
育
と
社
会
風

土
。
型
に
は
め
る
、
覚
え
さ
せ

る
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
さ
せ

る
。
長
所
よ
り
欠
点
や
失
敗
を
問

題
に
す
る
。
自
己
主
張
や
異
論
に

冷
た
く
、
人
間
関
係
の
円
滑
ば
か

り
求
め
る
。
出
る
杭
を
打
つ
。

　
そ
ん
な
空
気
を
吸
わ
さ
れ
て
い

る
と
、
批
判
精
神
、
独
自
性
、
創

意
工
夫
は
育
ち
に
く
い
。
は
み
出

し
た
ら
、
つ
ら
い
目
に
遭
う
か

ら
、
若
者
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
よ
り
安

定
を
指
向
し
て
し
ま
う
。

　
第
5
は
格
差
と
差
別
。
階
層
の

固
定
化
が
進
ん
だ
。
世
襲
の
権
力

者
と
取
り
巻
き
は
甘
い
汁
を
吸
い

な
が
ら
威
張
り
、
不
正
や
ウ
ソ
を

重
ね
て
も
罪
に
問
わ
れ
な
い
。

　
多
様
性
こ
そ
活
力
の
源
泉
な
の

に
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南

米
の
外
国
人
は
見
下
し
、
安
く
こ

き
使
う
。
近
隣
の
国
を
侮
蔑
し
て

自
己
満
足
に
ひ
た
る
。
も
う
か
ら

な
い
文
化
、
芸
術
、
自
然
、
地
方

は
軽
ん
じ
る
。
そ
ん
な
国
が
魅
力

的
に
映
る
だ
ろ
う
か
。

　
よ
そ
の
国
が
そ
れ
ほ
ど
良
い
わ

け
で
も
な
い
け
れ
ど
、
希
望
が
見

え
な
い
。「
日
本
を
ぶ
っ
こ
わ
す
」

と
宣
言
し
て
、
が
ん
じ
が
ら
め
の

構
造
、
粘
り
つ
い
た
空
気
を
解
体

し
た
い
気
分
に
も
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
既
得
権
打
破
、
改
革

を
叫
ぶ
政
治
勢
力
が
い
ち
ば
ん
強

権
と
利
権
を
追
っ
て
い
た
り
し

て
、
ま
た
、
だ
ま
さ
れ
る
。

（
70
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
自
宅
で
転
倒
し
て
Ａ

医
療
機
関
に
受
診
・
入
院
し

た
。
医
師
は
右
大
腿
骨
転
子
部

骨
折
（
転
子
下
骨
折
含
む
粉
砕

骨
折
）
と
診
断
し
、
入
院
か
ら

2
日
後
に
全
身
麻
酔
下
で
髄
内

釘
に
加
え
骨
頭
部
に
2
本
の

lag
screw

と
骨
幹
部
に
2

本
の
横
螺
子
を
用
い
た
観
血
的

骨
接
合
術
を
実
施
し
た
。
手
術

か
ら
約
1
カ
月
後
、
患
者
は
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
の

た
め
本
件
医
療
機
関
に
転
院
と

な
っ
た
。
手
術
か
ら
約
4
カ
月

か
ら
約
3
カ
月
後
の
時
点
で
右

足
の
痛
み
を
訴
え
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
十
分
な
対
応
を
し

て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
適
切
な

対
応
を
し
て
い
れ
ば
も
っ
と
早

く
再
手
術
で
き
て
い
た
、
あ
る

い
は
再
手
術
そ
の
も
の
が
必
要

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
し

て
Ａ
医
療
機
関
で
再
手
術
を
受

け
た
日
を
含
む
3
日
分
の
医
療

費
の
返
還
を
要
望
し
た
。

　
本
件
医
療
機
関
側
と
し
て

は
、
痛
み
の
訴
え
は
事
実
で

あ
っ
た
と
し
て
も
湿
布
等
に
よ

り
対
応
で
き
て
お
り
、
当
時
は

実
際
1
週
間
程
度
で
痛
み
は
治

ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
対
応
を
し
た
も
の

と
し
て
過
誤
を
否
定
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

5
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
患
者
が
痛
み
を
訴
え
た
時
期

の
約
1
週
間
前
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
で
は
、
上
下
のlag

screw

の
先
端
の
位
置
は
下

の
も
の
が
上
の
も
の
に
比
べ
、

約
2
㎜
後
退
し
て
い
る
。
患
者

が
痛
み
を
訴
え
た
時
点
で
再
検

査
を
し
て
い
れ
ば
、
さ
ら
に
後

退
し
て
い
た
可
能
性
も
全
く
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

後
に
患
者
は
本
件
医
療
機
関
を

退
院
し
た
が
、
退
院
か
ら
約
1

週
間
後
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で

遠
位
（
下
）
のlag

screw

の
逸
脱
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
4

日
後
、
Ａ
医
療
機
関
でlag

screw

の
再
挿
入
の
手
術
を

受
け
た
。

　
患
者
側
（
主
に
娘
）
は
手
術

大
腿
骨
転
子
部
骨
折
術
後
に

ス
ク
リ
ュ
ー
の
逸
脱
、
患
者
を
放
置

医
師
医
師
がが
選
ん
だ

選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
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な
ぜ
日
本
は
衰
退
し
て
い
る
の
か

か
し
、
湿
布
処
置
等
に
際
し
て

皮
膚
か
ら
の
突
出
や
膨
隆
等
が

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後

に
疼
痛
の
緩
和
が
得
ら
れ
、
日

常
生
活
動
作
が
改
善
・
維
持
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
の

lag
screw

は
そ
の
位
置
で

安
定
し
て
い
て
そ
れ
以
上
の
症

状
を
発
現
し
て
い
な
か
っ
た
も

の
と
評
価
し
得
る
。
患
者
が
痛

み
を
訴
え
て
い
た
日
以
降
に
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
頻
回
（
例
え

ば
毎
週
）
に
行
っ
て
い
れ
ば
、

lag
screw

の
後
退
の
程
度

や
経
過
が
判
明
し
得
る
が
、
皮

下
に
膨
隆
し
て
皮
膚
外
に
突
破

突
出
し
て
お
ら
ず
、
そ
う
で
あ

れ
ば
観
血
的
処
置
（
押
入
れ
、

抜
去
、
抜
去
・
再
刺
入
）
の
必

要
性
は
な
い
。
ま
た
、
退
院
後

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
判
明
し

た
後
退
レ
ベ
ル
に
い
つ
な
っ
た

か
の
推
測
が
で
き
ず
、
そ
の
後

退
レ
ベ
ル
を
把
握
す
る
た
め
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
い
つ
の
時

期
に
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
か
の

確
定
が
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
突
破
突
出
や
感
染
症
等

の
重
篤
な
身
体
的
併
発
症
も
な

く
、
疼
痛
・
不
安
感
等
の
精
神

的
苦
痛
が
あ
っ
た
と
も
言
え

ず
、
し
た
が
っ
て
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
行
っ
て
い
て
も
、
手
術

を
回
避
で
き
た
、
あ
る
い
は
よ

り
早
く
再
手
術
実
施
が
で
き
た

と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
後

退
の
程
度
か
ら
手
術
の
適
応
は

あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
よ
り
、

医
療
過
誤
は
否
定
さ
れ
た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
が
事
故
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
患
者
側
に
丁
寧
に

説
明
し
た
と
こ
ろ
、
不
満
を
述

べ
つ
つ
も
理
解
を
示
し
て
、
そ

の
後
の
苦
情
は
な
く
、
立
ち
消

え
解
決
と
み
な
さ
れ
た
。

Ａ
、
別
表
の
よ
う
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。
Ｃ
0
0
5-

2
在

宅
患
者
訪
問
点
滴
注
射
管
理
指

導
料
で
訪
問
点
滴
を
指
示
す
る

場
合
、
指
示
期
間
は
指
示
を

行
っ
た
日
か
ら
7
日
以
内
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
1
回
の
診

療
で
7
日
を
超
え
る
期
間
の
指

示
は
で
き
な
い
こ
と
に
ご
注
意

下
さ
い
。

金
融
共
済
委
員
会

（
6
／
22
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
5
件
、
加
入
審
査

2
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

2
件
の
案
件
を
審
査
し
可
決

し
ま
し
た
。

2 0 2 2 年 (令和 4年) 7 月 1 0 日 第 3 1 2 5 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

原　昌平  （ジャーナリスト）
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い
場
合
は
ワ
ク
チ
ン
の
廃
棄
を

認
め
る
こ
と
を
府
が
率
先
し
て

実
施
主
体
で
あ
る
各
市
町
村
に

伝
え
る
よ
う
要
請
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
に
お
い
て
、
3
回
目
接
種

で
は
接
種
希
望
者
が
伸
び
悩

み
、
個
別
接
種
を
行
う
医
療
機

関
で
は
接
種
人
数
の
確
保
が
難

し
い
場
面
が
増
え
て
き
て
い
る

と
聞
き
及
ん
で
い
る
。
4
回
目

接
種
に
至
っ
て
は
、
現
時
点
で

対
象
者
が
限
ら
れ
て
お
り
、
各

社
ワ
ク
チ
ン
の
1
バ
イ
ア
ル
の

接
種
人
数
の
多
さ
や
薬
液
を
シ

リ
ン
ジ
へ
移
し
て
か
ら
の
品
質

保
持
期
間
の
短
さ
か
ら
、
医
療

機
関
へ
の
負
担
が
増
し
、
円
滑

な
接
種
事
業
の
妨
げ
に
な
る
の

で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
や
自
治
体
か
ら
こ

れ
ま
で
繰
り
返
し
薬
液
の
廃
棄

は
し
な
い
よ
う
求
め
ら
れ
て
き

た
が
、
接
種
希
望
者
が
減
少
す

る
中
、
京
都
市
で
は
一
人
で
も

多
く
の
人
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
協
力
医
療
機
関

に
、
や
む
を
得
な
い
廃
棄
は
あ

り
得
る
と
伝
達
し
た
こ
と
を

担
当
課
に
確
認
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
主
体
は

各
市
町
村
と
な
る
が
、
京
都
府

に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
現

場
の
判
断
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン

の
廃
棄
を
可
能
と
す
る
な
ど
、

各
医
療
機
関
に
お
け
る
ワ
ク
チ

ン
管
理
の
裁
量
を
認
め
、
各
市

町
村
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
よ

う
求
め
た
。

　
協
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
円
滑
な
接
種
体
制
を
求

め
て
、
6
月
21
日
に
国
と
京
都

府
へ
要
請
を
行
っ
た
。

　
国
に
対
し
て
は
、
医
療
現
場

で
接
種
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、
せ
め
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
よ
う
に
1

バ
イ
ア
ル
2
人
分
と
す
る
な

ど
、
1
バ
イ
ア
ル
あ
た
り
の
接

種
人
数
を
見
直
す
、
針
付
き
プ

レ
フ
ィ
ル
ド
シ
リ
ン
ジ
の
採
用

を
検
討
す
る
、
薬
液
を
シ
リ
ン

ジ
へ
移
し
て
か
ら
の
品
質
保
持

期
間
の
延
長
な
ど
、
今
後
に
向

け
て
柔
軟
な
対
応
お
よ
び
企
業

努
力
を
製
薬
会
社
に
求
め
て
ほ

し
い
と
要
請
。
京
都
府
に
対
し

て
は
、
前
述
の
内
容
に
沿
っ
て

製
薬
会
社
に
働
き
か
け
る
よ
う

国
に
求
め
る
こ
と
と
、
接
種
実

施
現
場
に
お
い
て
や
む
を
得
な

　
我
が
国
の
総
人
口
は
減
少
し
て

い
る
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人

口
は
3
6
4
0
万
人
（
総
人
口
の

29
・
1
％
）
と
、
過
去
最
多
に

な
っ
て
い
る
（
21
年
9
月
15
日
時

点
、
総
務
省
統
計
局
よ
り
）。
高

齢
者
人
口
の
急
増
と
と
も
に
認
知

症
患
者
数
も
増
加
し
、
25
年
に
は

7
0
0
万
人
と
推
計
さ
れ
、
高
齢

者
の
約
5
人
に
1
人
に
達
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
（
厚
生
労

働
省
推
計
）。

　
私
の
外
来
で
も
認
知
症
の
相
談

を
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

る
。80

歳
代
半
ば
の
A
さ
ん
も
そ

ん
な
一
人
で
あ
る
。

　
い
つ
も
奥
様
と
一
緒
に
来
院
さ

れ
る
。
奥
様
は
夫
の
こ
と
で
苦
労

さ
れ
て
い
る
。

　「
昼
間
で
も
ウ
ト
ウ
ト
と
し
て

い
る
の
で
す
。
一
緒
に
散
歩
を
し

よ
う
と
言
っ
て
も
嫌
が
る
の
で

す
」

　「
で
も
、
ご
夫
婦
一
緒
に
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
さ
れ
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
が
」

　「
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
。
で

も
、
最
近
は
皆
さ
ん
に
つ
い
て
行

け
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
」

　
だ
ん
だ
ん
と
足
腰
が
弱
っ
て
、

ふ
ら
つ
く
の
で
、
い
つ
も
傍
に
付

き
添
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
少
し
歩
く
と
下
肢
が
し
び
れ

て
動
け
な
く
な
る
の
で
、
仲
間
の

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
行
け
な
い
。
そ

の
た
め
仲
間
か
ら
、
取
り
残
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　「
こ
れ
ま
で
誘
っ
て
く
れ
て
い

た
近
所
の
方
も
、
誘
っ
て
く
れ
な

く
な
っ
た
の
で
す
」

　「
そ
れ
は
、
残
念
で
す
ね
」

　「
歩
く
の
が
遅
い
う
え
に
、
何

打
打
っ
た
か
も
覚
え
て
い
な
い
の

で
す
」

　「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル

も
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
ね
」

　「
夜
中
に
は
お
っ
し
こ
を
漏
ら

し
て
し
ま
う
し
、
ト
イ
レ
も
汚
く

す
る
の
で
す
」

　
身
体
能
力
の
衰
え
だ
け
で
な

く
、
認
知
症
も
進
ん
で
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　「
そ
れ
で
も
夢
で
昔
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
」

　「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で

す
か
」

　「
夜
中
に
い
き
な
り
起
き
だ
し

て
、
大
事
な
書
類
が
入
っ
た
カ
バ

ン
が
な
い
と
騒
ぐ
の
で
す
」

　「
A
さ
ん
、
そ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
か
」

　「
そ
ん
な
こ
と
あ
っ
た
け
な
」

　
ま
る
で
他
人
事
の
よ
う
に
奥
さ

ん
の
顔
を
見
て
い
る
。
長
年
、
会

社
の
簿
記
を
し
て
い
た
A
さ
ん

な
の
で
、
翌
日
に
会
社
に
出
勤
す

る
準
備
を
し
て
い
る
夢
を
見
て
い

た
の
か
も
分
か
ら
な
い
。

　「
歯
磨
き
や
着
替
え
、
入
れ
歯

の
出
し
入
れ
も
、
手
伝
っ
て
い
る

の
で
す
」

　
奥
さ
ん
は
、
ほ
と
ほ
と
困
っ
て

い
る
様
子
で
あ
る
。

　「
一
人
で
入
浴
が
で
き
な
い
の

で
、
い
ち
い
ち
私
が
指
示
し
て
い

る
の
で
す
」

　「
ど
う
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

入
浴
さ
れ
な
い
の
で
す
か
」

　「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
の
を

喜
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ

ん
と
行
く
の
を
嫌
が
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　「
A
さ
ん
、
デ
イ
に
い
く
と
趣

味
の
将
棋
が
指
せ
る
と
喜
ん
で
お

ら
れ
た
の
で
は
な
い
の
で
す
か
」

　「
い
や
、
デ
イ
で
の
将
棋
は
面

白
く
な
く
っ
て
」

　「
負
け
て
ば
か
り
だ
か
ら
で
す

か
」

　「
違
う
、
違
う
。
相
手
が
弱
す

ぎ
る
の
で
す
」

　「
え
っ
、
そ
う
な
の
で
す
か
」

　
若
い
頃
か
ら
将
棋
好
き
で
、
毎

週
、
大
阪
福
島
の
将
棋
会
館
に

通
っ
て
い
て
、
三
段
を
持
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　「
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
飛
車
角
落

ち
で
相
手
を
し
て
あ
げ
た
ら
」

　「
そ
れ
は
失
礼
で
す
」

　「
福
島
の
将
棋
会
館
が
高
槻
に

移
転
に
な
る
と
新
聞
に
書
い
て
あ

り
ま
し
た
よ
」

　「
へ
え
、
本
当
で
す
か
」

　
急
に
眼
の
色
が
変
わ
っ
た
。
本

当
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
の
だ

が
、
認
知
症
に
な
っ
た
と
は
言

え
、
昔
の
棋
力
は
衰
え
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。　

　
そ
う
い
え
ば
、
奥
さ
ん
に
連
れ

て
来
ら
れ
た
初
診
時
の
こ
と
を
思

い
出
し
た
。
長
谷
川
式
認
知
症
テ

ス
ト
で
の
こ
と
で
あ
る
。

　「
1
0
0
か
ら
7
を
引
い
た
ら

い
く
ら
で
す
か
？
」

　「
93
」

　「
そ
こ
か
ら
7
を
引
い
た
ら
？
」

　「
86
」

　
即
座
に
回
答
し
て
、
す
べ
て
正

解
な
の
で
あ
る
。

　「
A
さ
ん
、
計
算
は
得
意
で
す

ね
」

　「
当
た
り
前
で
す
」

　
不
思
議
が
っ
て
い
る
私
に
対
す

る
奥
さ
ん
の
言
葉
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　「
こ
の
人
は
、
も
と
も
と
算
盤

の
先
生
な
の
で
す
よ
」

A
さ
ん
に
聞
い
て
み
る
と
、

頭
の
中
で
算
盤
の
珠
が
動
い
て
い

る
と
言
う
。
算
盤
の
で
き
る
人
は

暗
算
が
得
意
で
あ
る
と
聞
い
て
い

た
が
、
そ
の
能
力
は
記
憶
の
中
枢

が
障
害
さ
れ
て
も
保
た
れ
て
い
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
将
棋
の
場

合
に
も
将
棋
盤
の
上
で
駒
が
動
い

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
算
盤
や
将

棋
の
よ
う
に
映
像
化
さ
れ
た
イ

メ
ー
ジ
を
操
作
す
る
能
力
は
、
認

知
症
で
の
記
憶
力
と
は
別
の
能
力

な
の
か
も
分
か
ら
な
い
。

算そ

ろ

ば

ん盤

の

先

生

飯田 泰啓（相楽）
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第 13 回

　
各
種
会
合
の
開
催
予
定
地
域

に
お
い
て
、
暴
風
警
報
（
暴
風

雪
警
報
を
含
む
）、
波
浪
を
除

く
全
て
の
特
別
警
報
、
避
難
指

示
ま
た
は
緊
急
安
全
確
保
（
以

下
「
警
報
等
」）
が
、
開
催
当

日
の
午
前
10
時
に
解
除
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
当
該
会
合
の
開

催
を
中
止
し
ま
す
。

　
ま
た
警
報
等
が
当
日
の
午
前

10
時
以
降
、
会
合
の
開
始
時
間

ま
で
に
発
令
さ
れ
た
場
合
に
お

い
て
も
速
や
か
に
開
催
の
中
止

を
決
定
し
ま
す
。
会
合
出
席
者

が
特
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
旨
を
前
日
に
連
絡
し

ま
す
。

　
ま
た
、
当
該
会
合
の
開
催
予

定
地
域
に
警
報
等
が
出
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
も
、
会

合
出
席
者
が
診
療
ま
た
は
居
住

～ 会員の皆様へ ～

各種会合における台風など

各種警報等発令時の対応

円
滑
な
接
種
体
制
求
め

国
・
京
都
府
に
要
請

　保団連が
「保険医のた
めの災害対策
必携」の2022
年１月改訂版
を発行しまし
た。協会で取
り扱っていま
すので、ご希望の場合はご連絡下
さい。１冊500円＋送料。

保険医のための
災害対策必携

す
る
地
域
に
お
い
て
、
警
報
等

が
出
さ
れ
て
い
る
場
合
等
は
、

身
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
い

た
だ
き
、
無
理
に
出
席
し
な
い

で
下
さ
い
。

　
な
お
、
各
種
会
合
の
中
止
に

つ
い
て
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

コロナ
ワクチン

定期総会第75回 第203回 
定時代議員会合併

7月31日 （日）ウェブ開催（ホテルグランヴィア京都）

参加対象 会員、家族、スタッフ
演　題  「妖怪人間ベムは

 永遠に笑わない
― 生きる意味は間（あわい）に ―」

講　師  京都大学大学院 人間・環境学研究科 研究員
佐藤 泰子氏

※ 同封の台紙で詳細を案内しています。ご確認下さい。

［第203回定時代議員会合併］
◆  2021年度
活動報告・決算報告 

◆  2022年度
活動方針（案）・予算（案）、
規約改正 等

総会（Zoomミーティング）
午後２時～４時

講演会 （Zoomウェビナー）
午後４時15分～５時30分

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、懇親会は開催しません。
定期総会と講演会は、ウェブで開催します。

◇  会員の希望される専門家をご紹介します
◇ 随時、必要な時に相談できます
  ご都合の良い日を各種専門家と日程調整します
◇ 相談は無料（ただし、１事案１回限り）

１事案につき１回の無
料相談を超えてのご相
談は、個別相談に移行
し有料になります

投
稿
の
お
願
い

　
会
員
の
投
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。随
筆（
8
0
0
字
程
度
）、

写
真
、
絵
、
短
歌
、
詩
な
ど
、

何
で
も
結
構
で
す
。
些
少
で
す

が
謝
礼
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
声
か
け
下
さ
い
。

無料相談無料相談協会の 詳細は協会まで
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